
社
員
メ

セ

ジ

建
　

築
　

概
　

要

モデルルームを先行設置

早期に確認し施工図に反映

設計コンセプト施工のポイント
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交野市立交野みらい学園校舎　完成　
（６）（第３種郵便物認可） ２０２５年　（令和７年）　１月１５日　（水曜日）
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屋上とテラス

副所長
花房　正裕

　着工から竣工までの総
合仮設計画や工事計画・
全体工程の調整に携われ
たことで、先を見据えた
現場全体の把握や管理す
る能力が身についた。若
い社員構成の中で次席を
任され、自身の能力以上
の仕事を経験でき、成長
できたように感じる。全
体の工程調整ができた結
果、完全週休二日を達成
でき、働きやすい職場環境になった。今後
は所長になり、その後は工事長や部長クラ
スまで昇格したい。

工事主任
中村　祐太

　小中一貫校の建物とい
うことで子供が怪我をし
にくい納まりなどを経験
でき、今後へのスキルア
ップにつながった。一つ
の現場で校舎棟と屋内運
動場棟のタイプが違う２
棟を同時に経験できたこ
とも良かった。意匠が凝
っている部分が各所にあ
り、形になっていくこと
に面白味があった。将来
は職方から信頼を集め、また一緒に働きた
いと思ってもらえる作業所長になりたい。

■工　　事　　名：（仮称）交野市立交野みらい学園施設一体型
小中一貫校整備事業

■工　　事　　場　　所：大阪府交野市私部１丁目地内
■発　　注　　者：交野市
■設　　　　計：建築設計・株式会社石本建築事務所
■土木造成設計：株式会社シードコンサルタント
■監　　　　理：株式会社阿波設計事務所
■施　　　　工：戸田建設株式会社大阪支店

■用　　途：小中一貫校（義務教育学校）
■敷地面積：，．㎡
■建築面積：，．㎡
■延床面積：，．㎡
■構造規模：校舎棟ＲＣ造一部鉄骨造、地上４階

屋内運動場棟ＲＣ造一部鉄骨造　地上１階
■工　　期：全体年４月日～年月日

新築年７月３日～年月日

モ
デ
ル
ル

ム

　モデルルームは新築した校舎棟に設ける計画だったが、
その時点だと内装工事が進んでいるため、学校関係者の要
望や変更をフィードバックすると手戻りが発生する可能性
があった。そこで敷地内に残されていた旧児童会の建物を
モデルルームとして改装した。早い段階にモデルルームを

開設したことで施工上
の問題点抽出と解決が
でき、手戻りなく円滑
に内装工事を進めた。
学校関係者を対象に多
数の見学会を開催し、
カラースキームや什器
の配置、寸法などを早
期に確認し、施工図に
反映させた。

まなびの森

年の森にまなぶ
樹々のようにゆらぎ、支え合うまなび舎

　旧交野小の敷地には、正門から校舎までの間に交野
年の森と名付けられた地域の愛着のある森が茂ってい
た。交野市にとって初の小中一貫校整備であることから、
地域と共に子供たちの成長を見守る学校となることが重
要であると考え、既存樹木を「まなびの森」と名付け、
まなびの森を中心に学び・遊び・地域とのつながりが展
開していくまなび舎を目指した。まなびの森の樹木のう
ち残置の難しいものは、移植あるいは再利用（ベンチに
再生、ウッドチップ化して植樹帯の保護材として活用）
している。
　まなびの森を囲むよう
にメディアセンター・メ
ディアモール・学年ラウ
ンジなどの、児童・生徒
の居場所や調べ学習の場
を配置し、そこに動線を
集めることで、教室を一
歩でれば、傍にまなびの
森を感じながら、森と共
に成長していけるまなび
舎となっている。また、
森に向けて、テラスが階
段状にセットバックする
ことで、１～９年生がお
互いの存在を感じられる
ような上下階のつながり
をつくっている。
　地域開放ゾーンは学校
と明確に分離しながら
も、まなびの森に面することで、児童・生徒の活発な活
動を見守ることができる配置とした。
　内外装には、樹々のようなゆらぎや共存する姿をデザ
インコードとして用い、表情に変化を与えている。地域
では旧学校の桜の苗木を植える活動も始まっている。こ
の学校が、交野年の森の記憶を継承しつつ樹々とと
もに成長し、地域から愛されるまなび舎となることを期
待している。
　株式会社石本建築事務所大阪オフィス

設計部門建築グループ大阪オフィス部長　中田達也
　　設計部門建築グループ名古屋オフィス兼

環境統合技術室主事　西河辰彦
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戸田建設
京極竜之佑所長
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
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（７） （第３種郵便物認可）２０２５年　（令和７年）　１月１５日　（水曜日）

　現場では「労務不足による工程の遅延は
絶対に起こさない」という強い思いで実施
設計段階から様々な工業化工法を提案し、
躯体工事などで採用した。新築工事が着工
した後も早期に協力会社と施工の打ち合わ
せを行い、広い敷地を最大限活用して生産
性を向上させた。
　省力化工法は杭頭半固定工法など多岐に
わたる。杭頭半固定工法の「F・T・
Pile構法」は配筋の密集化や補強筋溶接の
工程を減らすのが目的で、墨出しや配筋の
手間を削減した。
　耐圧盤は厚さ㎝で設計していたが、解
体工事後にカ所以上の試掘調査で地下水
位を計測したところ、建物の浮き上がりや
ピット内への湧水が浸入しないことを確認
したため、厚さ㎝の土間コンクリートに
変更した。それによって平坦な作業床で基

礎躯体工事が可能となり、施工効率の向上
と安全性の向上を図った。
　また、戸田建設が保有する「大開孔基礎
梁工法（Ｋ型補強筋）」を採用し、地中梁
の梁せいを㎜から㎜に変更して掘
削土量や搬出残土量、コンクリート数量を
減らした。
　このほか、ＲＣ造部分のスラブ型枠はト
ラス筋付きデッキに変更し、躯体工程サイ
クルを１工区当たり２日短縮。バルコニー
躯体のハーフプレキャスト（ＰＣａ）化は躯
体工程を１フロアで最大日短縮させた。
　着工後も基礎躯体下部の先行打設や鉄筋
の密集による充填不良防止を目的にした
「ＤＢヘッド定着工法」などを採用した。
地中梁・柱・梁の鉄筋、梁・壁の型枠は地
組を行い、施工性・安全性を大きく向上さ
せた。

工事担当
伊藤　啓吾

　ＲＣとＳの複合的な構
造を経験できた。特に取
合部には苦労し、工程・
品質・安全管理の面で成
長できたと感じる。若い
社員構成であったことか
ら、自らの判断で動き、
チャレンジできる環境だ
った。社員同士、また作
業員とも良好な関係であ
り、現場の良い雰囲気が
安全面・品質面において
は良い方向に向かうことを実感した。代
で所長になることを短期目標に掲げ、現場
の最前線で活躍する人材になりたい。

工事担当
松坂　海斗

　初めての現場でした
が、全体の工事の流れや
仕事の流れを学ぶことが
できた。担当したシャッ
ター工事では作業員との
打合せや指示・段取りを
通して、施工管理職とし
ての在り方を学んだ。他
の現場では体験できない
業務を行い、莫大な経験
値を得ることができた。
先輩社員や協力会社にも
恵まれ、初現場がこの現場で良かった。同
期で一番早くに所長になり、今まで育てて
もらった先輩社員に恩返しがしたい。

﹁
若
く
て
も
で
き
る

若
い
か
ら
こ
そ
で
き
る
﹂
作
業
所

　鉄骨造は初めての経験で、鉄骨と外装
の取合いやサッシとの取合いなど納まり
がＲＣ造と違うことも多く、戸惑いなが
らも図面を確認して出来上がっていく姿
を見られたのが良かった。土日祝休みの
モデル現場で公私ともに充実した環境だ
った。社員会議でも発言しやすい雰囲気
があり、気になることはすぐ解決できた。
今後も楽しく仕事をやり、その雰囲気が
周りの人に伝わっていけたらと思う。

　学校の建物は初めてで、解体から新築完
了まで現場を経験できたことが自身のスキ
ルアップにつながった。将来を担う子供た
ちが利用する建物に携われたことも良かっ
た。学校建築に配属された際は、この経験
を生かしていきたい。

　来日後２カ所目の現場で、上司の指導の
もと工事写真の撮影を通して、様々な知見
を深めることができた。所長や先輩に分か
らないことは相談しやすく、毎週の社員打
合せでも自分の意見や状況が言いやすい環
境だったので、積極的に仕事に取り組むこ
とができた。将来は建築士になり、人を笑
顔にして社会に貢献したい。

工事担当
細川　貴洋

工事担当
カイン・ジン・テッ

工事担当
太嶋　星
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　現場では「地域や人とつながりながら
建設する」ことを目指し、地域貢献活動
や建設業の魅力発信に積極的に取り組ん
だ。
　仮囲いには新しい学校に親しみを持っ
てもらおうと、統合予定の児童や隣接す
る保育園の園児の作品をシートにして展
示。仮囲いの一部に高さが違うのぞき穴
を設け、大人や子どもが現場を見られる
ようにした。戸田建設の京極竜之佑所長
は「ニコニコしている子どもの姿を見る
と、本当にうれしく、やって良かった」
と話している。市の特産品や季節ごとの
イベント情報、産業ＰＲキャラクター
「おりひめちゃん」も掲示するなどＰＲ
活動に取り組んだ。
　地域行事にも積極的に参画した。交野
市は天の川伝説があり、毎年７月下旬に
「七夕まつり」が開かれている。着工し
た年から３年連続で協賛し、祭りを

彩る大笹飾りの準備やランタン企画に協
力した。グラスランタンは昨年がアンパ
ンマン、今年はドラえもんの形にして人
気を集めた。
　新型コロナの影響で５年ぶりに開催さ
れた交野マラソンにも協賛・参画した。
現場がコースに近く、給水所を設置し、
約人のランナーにスポーツ飲料を配
った。社員９人もエントリーして㎞を
走り切った。

◇　　　　　　　　◇
　年４月から通学予定の小学６年の
児童約人を対象に現場見学会を開催
した。新しい学校への愛着と建設業に興
味をもってもらうのが目的で、現場見学
のほか、建設資材に触れ、塗装の体験や
名前を建物に残す体験型の見学会を企画
した。京極所長は「子どもたちが新しい
学校を楽しみにしていることがよく分か
った」と話し、施工会社として「身の引
き締まる思いを感じた」と振り返ってい
る。
　７月には兵庫県内の２校の工業高校か
ら建築科２年の人を迎え、現場の最前
線で働く職人の仕事を見て、実際の作業
を体験してもらった。専門協力会社リク
ルート部会と協働し、仕上げ工事を中心
に６工種を選定した。京極所長は「今後
の就職活動の参考にして、一人でも多く
の技能者が増えることを願う」と期待し
ている。

小学生対象に現場見学会など開催


